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　入試広報部長の成瀬と申します。今回は入試広報
センターの大学での役割について説明させていただき
ます。
　入試広報は字の通り、大学としては入り口の仕事をし
ています。センター入試がこれまでのマークシート方式の
みから①知識、②思考力・判断力・表現力、③主体性を
持って多様な人 と々協働して学ぶ態度の「学力の３要
素」について総合的な評価に変わることはご存知の事と
思いますが、このセンター入試に代表されるように各大学
の入試制度も毎年マイナーチェンジを求められており、当
大学も例外ではありません。知識のみならず、受験生の
皆さんの得意な分野や能力を大学で生かしていただけ
るよう、試行錯誤している毎日です。
　さて、神戸国際大学のコンセプトテーマ「キッカケはここ
から」はご存知でしょうか？社会はどんどんグローバル化、
多様化しています。その中で自分のすすむ道を高校生の
うちに見つけることは難しいかもしれません。神戸国際大
学は入学してから将来探しの「キッカケ」を提供できる大
学です。例えば世界に触れる「キッカケ」としてグローバル
キャンパス構想があります。神戸国際大学で各国からの
留学生と交流できるだけでなく、世界各地のキャンパスが
神戸国際大生のキャンパスとなり、目的やレベルに合わせ
て学ぶことができますし、小規模大学ならではの手厚い
ケアも自慢です。また、夢へのチャレンジする「キッカケ」と
して少人数制での学びで教員との距離が近いことや自
慢のキャリアサポート、そして様々な資格修得のサポート
も充実しています。このような大学のいろんな自慢を受験
生の皆さんに知ってもらい、国際大学で一緒に未来を見
つけてもらうことが広報の最も重要な仕事になります。
　この情報発信の手段としていくつかあります。まず、第
一にオープンキャンパスの開催です。オープンキャンパス
は新入生の皆さんが入学される前の３月から新年度がス
タートします。３月、５月、６月そして夏休みの７月と８月に重
点的に開催し、９月、10月まで計12回行っています。高校
生の皆さんに神戸国際大学の良さを分かってもらうには
実際に大学に来ていただくことが一番です。オープンキャ

ンパスでは、各学部のミニ
講義やガイダンス、昼食体
験、各質問コーナーなど
がありますが、最も好評な
のは学生スタッフによる相
談タイムです。事務的なこ
とではなく生の在校生の
話はとても参考になる様
子です。実際に先輩と一
緒に学びたいという理由
で入学された高校生もい
らっしゃいますし、保護者の方も職員や教員から聞きにく
い情報を在校生から聞くことができるという点で学生ス
タッフは広報のとても重要な戦力となっています。この他、
近畿、中国・四国地方を中心とした進学説明会は約150
箇所で行なっています。これは会場単位での説明会と高
校内の説明会の２種類あります。また、直接高校へ出向
き進路指導の先生に説明する高校訪問は年度により変
動はありますが年間数百回行っています。
　また、冊子形式の大学案内とホームページの定期的な
更新も行っています。ホームページはスマホ世代に対応
することが必然となってきています。小さな画面の中にい
かに伝えたいことを効率的に配置して情報発信するか
は広報の腕の見せ所となります。また、グローバルキャン
パスに対応すべく海外へ向けての情報発信としては海
外向けのホームページの充実も重要なポイントです。現
在、英語と中国語の2ヶ国語に対応しています。皆さんも
一度海外向けホームページをご覧なってください。また
違った神戸国際大学が見えてくるのではないでしょうか。
　以上簡単ではありますが、入試広報センターについて
お伝えさせていただきました。情報過多の現代で「選ば
れる大学」を目指して、経済学部とリハビリテーション学部
だけの小規模な大学が、小規模ならではのメリットを最大
限に生かし「夢のキッカケ」を見つけてもらうように、日々 、
駆け回っているのが入試広報センターです。今後とも、サ
ポートいただきますようよろしくお願いいたします。
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キッカケはここから －入試広報センターについて－キッカケはここから －入試広報センターについて－



　「氷が溶けたら何になる？」
と聞かれたら、何になるとお答
えになりますか。東京工業大
学名誉教授の森政弘先生は
著書で次のようなエピソードを
披露されています。「在職中、

しばしば学生に『氷が溶けたら何になる？』と問いかけたもの
だった。すると、学生は子供に聞くような質問はしないでくれと
言わんばかりの顔をして、『水ですよ』と言う。また別の学生に
『氷が溶けたら何になる？』『水です』。さすがに東京工業大
学である。誰に聞いても『水です』『水です』と答え、他の答え
を出す学生は一人もいない。この『さすが』は、東京工業大学
が入試競争率が高いとか偏差値がどうのという意味ではな
く、物のことしか教えていない大学という意味なのである」。ち
なみに私もゼミの学生に同様な質問をしてみましたが、「水で
す」という答えしか返ってきませんでした。続けて森先生は
「それにしても、よくもまあ、日本中『氷が溶けると水になる』と教
え込んだものだと思う。もちろん答えは『水になる』で間違いで
はないのだが、大学生になったのだから、一つ覚え的に、水に
なる、水になるとばかり答えないで、『氷が溶けると春になる』ぐ
らいのことを言ったらどうなんだ」と述べておられます。
　神戸国際大学の学生をみてみると、自宅（または下宿先）・
大学・アルバイト先の間を毎日往復して過ごしている者が大半
です。これが夏休みや冬休みも含めての行動パターンとなっ
ています。昔の学生なら雀荘や映画館が加わり、長期の休み
になると旅に出る者も多くいました。「春になる」という答えを出
せるようになるには感性を磨くことが重要と思いますが、その
磨く場が少ない。行動範囲を広げて四季折々の移ろいを感
じ、他大学の学生との交流を通じて刺激を得たりすることで
想像力や創造力が養われるのですが…。
　一昨年の夏にゼミ旅行で東京に行った時のことです。せっ
かくだから日本一の難関大学と言われる東京大学を見学しよ

うということになり、赤門をくぐり東京大学に入学（？）しました。
夏目漱石を読んだことのないゼミ生たちは三四郎池の由来も
知りません。図書館の重厚な建築に圧倒されたりしながらキャ
ンパスを見て回り、安田講堂の下にある食堂で昼食をとりまし
た。隣で食事をしていた東大生たちの会話を聞いていたゼミ
生が驚いた顔をして言いました。「先生、彼らの会話は僕らと
全然違います！リーマンショック後の日本のゲームはどう変わっ
たか、なんて話してますよ」と。どの段階までクリアしたか、攻略
方法は？などという会話が日常であったゼミ生が同じ世代の
異日常（東大生にとっての日常）に触れたひと時でした。
　私は現在、NPO法人観光力推進ネットワーク・関西（通称：
NPO観光力ネット）の理事長をしております。NPO観光力ネッ
トは、観光力を活かしたまちづくりを広く啓発・普及していくこと
を目的として、2004年に設立されました。産・官・学・市民のネッ
トワークを活かした活動を展開し、観光の普及・発展をはかる
ための人材育成を行っています。また、観光研究者・実践者と
観光を学ぶ学生（観光系大学の学生による学生連絡協議会
を設置）が協働して関西の観光力を推進しています。昨年度
の学生連絡協議会（会員数65名）の副会長は当大学の学
生が務めており、六甲山のエコ活動（植樹と草刈）、兵庫県佐
用町の活性化プロジェクト、城崎研修会（若旦那・若女将密
着体験プロジェクト）、高野山宿坊体験、研究発表大会など
多彩なプログラムを自主的に計画し実施してきました。研究発
表大会には５大学13チーム（当大学も２チーム）が出場し、１
年間の研究成果を発表しました。人材育成を謳ってはいます
が、学生が成長するということは自らが、考え抜き、試行錯誤し
ながらしていくものでありましょう。私たち教員の役割は、このよ
うな場を学生に提供し、見守りながら指導していくことであると
考えています。そしてまた教員にとっても、新たな刺激を共有
する場となっているのです。交流の場、活動の場のご提供、ご
支援をぜひよろしくお願い申し上げます。

柿花 宏信 助教
かき はな ひろ のぶ

リハビリテーション学部 経済学部

理学療法概論、運動生
理機能学、保健・福祉
入門　など

担 当 科 目
武内 孝祐 助教
たけ うち こう すけ

リハビリテーション概論、運
動器障害、理学療法学、運
動器障害理学療法学演習
など

担 当 科 目
中西 亮介 助教
なか にし りょう すけ

物理治療学、物理治療
学演習　など

担 当 科 目
中越 竜馬 助教
なか ごし りょう ま

理学療法評価学、理学
療法基礎治療学、研究
法セミナー　など

担 当 科 目
滝本 幸世 専任講師
たき もと ゆき よ

英語、留学英語、オフィ
ス英語、英書講読　な
ど

担 当 科 目
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■サッカー部
　2017年第95回関西学生サッカーリーグ戦　
　2部リーグ　Ｂリーグ（前期リーグ）
　通算　2分7敗　10位

■硬式野球部
　阪神大学野球連盟リーグ戦（春季）2部西リーグ
　1勝9敗　6位
　ベストナイン
　１塁手　山口　秀一（経済・４年生）
　阪神大学野球連盟新人戦
　1回戦　○　神戸国際大学　8-7　甲南大学
　2回戦　×　神戸国際大学　4-5　流通科学大学

■バレーボール部
　関西学生リーグ戦（春季）4部リーグ
　4勝3敗　4位

■ハンドボール部
　関西学生リーグ戦（春季）3部リーグ
　6勝0敗　優勝　2部昇格　
　得点ランキング　
　1位　46点　中村　友哉（経済･3年生）
　2位　40点　原　　悠生（経済･1年生）
　第25回関西学生ハンドボールトーナメント選手権
　１回戦　×　神戸国際大学A　33-38　大阪体育大学B
　１回戦　×　神戸国際大学B　17-28　関西学院大学B
2017年度ハンドボール部3部優勝2部昇格を果たしました。

　５月31日（水）に本学チャペルにて、
関西学生ハンドボール連盟３部春季
リーグ戦で全勝優勝し２部昇格を果
たし感謝礼拝が執り行われました。
　聖歌、お祈りがされ、小枝学生部長
から優勝の賞状、トロフィーと得点ラ
ンキング１位者の賞状、トロフィーの
授与が行われました。
　野間チャプレンから強豪チームが

集う２部秋季リーグ戦でもone for all all for oneの精神で頑張ってください”と
言葉がありました。
　西畑賢治監督からは優勝感謝礼拝へのお礼とともに秋季２部リーグ戦終了後
にこの場に戻って優勝報告ができるように頑張ろうという挨拶がありました。

No. 時　期 時限 講座名 No. 時　期 時限 講座名

９月28日1 （木） 4 実践的な就活の進め方
（実践編） 11月16日9 （木） 4 面接対策講座

《グループ･ディスカッション》

10月５日2 （木） 4・5 自己分析の活用と自己PR作成（基本編・応用編・ワーク） 11月23日10 （木） 4 内定者報告会（ホンネトーク）
先輩内定者からのアドバイス

3
10月12日（木）

4 エントリーシート／履歴書対策講座 11 11月30日11 （木） 4 面接マナー基本講座

4 5 インターンシップ事後研修会★ 12 12月７日12 （木） 4・5 模擬選考会①バーチャル企業説明会＆面接選考会

10月19日5 （木） 4 男子：リクルートスーツ着こなしセミナー
女子：メイクアップ講座 12月14日13 （木) 4・5 模擬選考会②バーチャル企業説明会＆面接選考会

10月26日6 （木） 4・5 ビジネス基礎研修　Ⅱ★ 12月21日14 （木） 4 企業の採用・求人情報の見方と分析

11月２日7 （木） 4 企業の採用担当者の視点を知ろう
《企業人事担当者のホンネ》※会場：ミカエルホール 15 2018年1月11日（木）

13:30-
16:30 企業研究セミナー①

11月９日8 （木） 4 面接対策講座
《個別面接・グループ面接》 16 2018年1月18日（木）

13:30-
16:30 企業研究セミナー②

【会場】後期：2401教室　※状況により別教室を使用する場合があります。事前に掲示板等でお知らせします。
★マーク⇒インターンシップ参加希望の方はこのガイダンスへの出席が必須条件です。

冬期集中講座
※１泊２日

12 月 16 日（土） 冬季就活合宿講座　第１日
春期集中講座 2018 年

2月下旬 １限～３限 面接対策講座
（１日完結）12 月 17 日（日） 冬季就活合宿講座　第２日

◆留学生向けガイダンス◆　　　　後期からキャリアビジネス日本語講座が始まります。
※日時・内容については変更になる場合があります。 変更の場合は事前に掲示板等でお知らせします。

【リハビリテーション学部対象】

【経済学部対象】 担当部署：キャリアセンター

No. 時　期 対象学年 講座名
７月７日（金）４限 1 １年 ～現場実習のための～　基本マナー研修Ⅰ
１月中旬2 ２年 医療接遇マナー　DVD上映会 

３ 10月下旬 or 11月上旬 
実習前説明会と同日 ３年 ～現場実習のための～　医療接遇マナー講座 

４ ２月中旬
後期試験終了直後 ３年 就職ガイダンス 

３月上旬5 ３年 内定者報告会
３月上旬～中旬　１～４限（各日） ３年 一般教養対策講座　小論文講座 6
８月10日（木）　１～４限7 ４年 就職対策講座　履歴書対策講座　写真撮影会　学内合同就職説明会

8 ８月21日（月）８月22日（火）
13：00～15：00　※２日間開催 ４年 学内合同就職説明会

※日時・内容については変更になる場合があります。変更の場合は事前に掲示板等でお知らせします。

2017年度〈後期〉就職ガイダンス スケジュール

2017年度学生団体試合結果
（前期分）



〒658-0032　神戸市東灘区向洋町中9丁目1番6　神戸国際大学　教学センター内　　　TEL　078-845-3110

発行　神戸国際大学  保護者会  後援会

　この相談会は個別面談方式です。教員及び教務担当・キャリアセンター担当職員が
保護者の方からのご質問にお答えする形で行います。
　学生のみなさんのカリキュラムなど勉学制度、成績表などの見方や就学状況、また
就職活動などについてご説明をさせていただきます。
　開催の1カ月前に保護者宛にご案内いたします。

（教学センター・キャリアセンター）

学費

奨学金

入試

学事
９月21日（木）　　９月卒業式
９月●日（●）　　集中講義（現代経済入門再履修クラス） 
　～●日（●）
９月25日（月）、　 教務ガイダンス 
　　26日（火）　
９月25日（月）　　後期授業開始
９月25日（月）～　後期「履修登録・変更」期間 
　　30日（土）
10月●日（●）　　秋季入学生　入学式
10月９日（月）　　【体育の日】通常授業実施
10月12日（木）　　プロゼミⅠ・Ⅱ説明会（経済）
10月19日（木）　　ゼミナールⅠ・Ⅱ説明会（経済）
11月３日（金）　　【文化の日】通常授業実施

11月５日（日）　　大学祭、グループワークコンテスト 
　　　　　　　　ポスターセッション大会
11月７日（火）　　全日休講（入学試験のため）
11月23日（木）　　【勤労感謝の日】通常授業実施

11月30日（木）　　第９回グループワークコンテスト 
　　　　　　　　プレゼンテーション大会
12月22日（金）　　冬期休暇前最終授業
12月23日（土）　　冬期休暇開始
１月６日（土）　　冬期休暇明け授業開始

2017年度学業成績通知は３月中旬頃郵送します。
（保証人住所宛）
　お問い合わせ：教学センター教務　078-845-3500

後期学納金振込用紙送付予定　９月中旬
　お問い合わせ：管理運営センター　078-845-3111

新規募集説明会 ４月中旬開催予定 学内掲示で案内します。
　お問い合わせ：教学センター厚生補導　078-845-3110

2018年度の入試要項配布中です。
　お問い合わせ：入試広報センター　078-845-3131

成績

１月12日（金）、　 全日休講 
　　13日（土）　　（大学入試センター試験のため）
１月24日（水）、　 全日休講 
　　25日（木）　　（入学試験のため）
１月27日（土）　　後期授業終了
１月29日（月）、　 後期補講期間 
　　30日（火）
１月31日（水）　　学年末・後期「定期試験」期間 
～２月６日（火）
２月中旬　　　　特別クラス進級テスト（経済）
３月上旬　　　　卒業判定会議（両学部）
３月20日（火）　　学位記授与式（両学部）

日　時
９月９日（土）
９月16日（土）

会　場
広　島
本　学

　2017年５月20日（土）国際交流イベントとし
て、新入留学生歓迎会が行われました。
　中国、ベトナム、フィリピン、ネパールから来
た留学生から来た留学生に日本人学生も加わ
り、第１部のスポーツ大会では、チーム対抗
“ドッジボール大会”が実施されました。
　第２部の懇親会では、バンブーダンスに挑
戦するなど新入留学生と先輩留学生、日本人
学生、教職員と楽しいひと時を過ごしました。
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学事予定・学校からのお知らせ（９月～３月）

保 護 者 相 談 会 の 開 催 予 定

留学生ニュー
ス

2017年度新入留学生歓迎会



 収入の部 前年度繰越金 26,755,942 26,755,942 0
  入会金収入 3,920,000 5,080,000 1,160,000
  会費収入 9,060,000 9,282,000 222,000
  合　計 39,735,942 41,117,942 1,382,000
 支出の部 施設・設備整備積立金 4,000,000 4,000,000 0
  大学祭援助金 2,200,000 2,198,812 △ 1,188
  卒業記念品 3,000,000 2,839,354 △ 160,646
  卒業祝賀会援助金 1,800,000 1,469,751 △ 330,249
  新入生歓迎会 350,000 193,701 △ 156,299
  災害時用備蓄品整備援助金 800,000 791,640 △ 8,360
  会報発行費 200,000 102,922 △ 97,078
  慶弔費 50,000 20,000 △ 30,000
  総会開催費 150,000 135,136 △ 14,864
  運営費 150,000 84,053 △ 65,947
  予備費 100,000 0 △ 100,000
  次年度繰越金 26,935,942 29,282,573 2,346,631
  合　計 39,735,942 41,117,942 1,382,000

（単位 ： 円）保護者会収支決算〈2016年4月1日より2017年3月31日まで〉

後援会役員
役職名 氏　名 学　年 学　部

 会　　長  京川　誠治  
 副 会 長  小池　敦昭  
 副 会 長  高澤　龍一  
 会計監査  水谷　康子  
 会計監査  宮﨑　安子  
 運営委員  高見　秀子  
 運営委員  山本　顕一  
 運営委員  内屋恵美子  
 運営委員  榎本　靖子  
 運営委員 （保護者会兼任） 神樂　美香 4 経済
 運営委員 （保護者会兼任） 島田真奈美 3 経済
 運営委員 （保護者会兼任） 岡村　和子 2 リハ
 運営委員 （保護者会兼任） 上野　善幸 1 リハ
 顧　　問 学　　長 下村　雄紀  
 顧　　問 副 学 長 居神　　浩  
 顧　　問 副 学 長 山本　克典  
 顧　　問 学生部長 小枝　英輝  
 顧　　問 事務部長 東　　弘彦

保護者会役員
役職名 氏　名 学　年 学　部

 名誉会長 学　　長 下村　雄紀  
 会　　長  岡村　和子 2 リハ
 副 会 長  高井　久子 2 経済
 副 会 長  上野　善幸 1 リハ
 会計監査  柳田　利佳 4 経済
 会計監査  吉迫香代子 2 経済
 幹　　事  神樂　美香 4 経済
 幹　　事  高木ゆかり 4 経済
 幹　　事  島田真奈美 3 経済
 幹　　事  中村くるみ 3 経済
 幹　　事  松波　　愛 1 経済
 顧　　問 副 学 長 居神　　浩
 顧　　問 副 学 長 山本　克典
 顧　　問 学生部長 小枝　英輝
 顧　　問 事務部長 東　　弘彦

予算額科　目 増　減執行額
 収入の部 前年度繰越金 12,815,844 12,815,844 0
  会費収入 9,060,000 9,282,000 222,000
  合　計 21,875,844 22,097,844 222,000
 支出の部 課外活動積立金 1,000,000 1,000,000 0
  課外活動団体施設援助金 1,400,000 899,640 △ 500,360
  課外活動団体遠征援助金 100,000 17,680 △ 82,320
  課外活動付添費援助金 650,000 319,084 △ 330,916
  技術指導員付添費援助金 2,000,000 2,003,611 3,611
  ブルーリプロジェクト支援金 30,000 0 △ 30,000
  技術指導員手当援助金 2,640,000 2,640,000 0
  体験研修援助金 300,000 299,326 △ 674
  会報発行費 200,000 102,922 △ 97,078
  学生地域活動支援金 300,000 285,560 △ 14,440
  心電図検査援助金 250,000 159,408 △ 90,592
  総会開催費 150,000 135,136 △ 14,864
  運営費 150,000 88,530 △ 61,470
  予備費 50,000 100,000 50,000
  次年度繰越金 12,655,844 14,046,947 1,391,103
  合　計 21,875,844 22,097,844 222,000

予算額科　目 増　減執行額

 収入の部 前年度繰越金 29,282,573
  入会金収入 4,320,000
  会費収入 9,684,000
  合　計 43,286,573
 支出の部 施設・設備整備積立金 4,000,000
  大学祭援助金 2,200,000
  卒業記念品 3,300,000
  卒業祝賀会援助金 1,800,000
  新入生歓迎会 350,000
  施設・設備整備援助金 400,000
  災害時用備蓄品整備援助金 800,000
  会報発行費 150,000
  慶弔費 50,000
  総会開催費 180,000
  運営費 100,000
  予備費 200,000
  次年度繰越金 29,756,573
  合　計 43,286,573

（単位 ： 円）保護者会収支予算〈2017年4月1日より2018年3月31日まで〉
予算額科　目

 収入の部 前年度繰越金 14,046,947 
  会費収入 9,684,000 
  合　計 23,730,947 
 支出の部 課外活動積立金 1,500,000 
  課外活動団体施設援助金 1,400,000 
  課外活動団体遠征援助金 50,000 
  課外活動付添費援助金 500,000 
  技術指導員付添費援助金 2,000,000 
  ブルーリプロジェクト支援金 30,000 
  技術指導員手当援助金 2,640,000 
  体験研修援助金 300,000 
  会報発行費 150,000 
  学生地域活動支援金 300,000 
  心電図検査援助金 200,000 
  総会開催費 150,000 
  運営費 100,000 
  予備費 100,000 
  次年度繰越金 14,310,947 
  合　計 23,730,947 

予算額科　目

（単位 ： 円）後援会収支決算〈2016年4月1日より2017年3月31日まで〉

（単位 ： 円）後援会収支予算〈2017年4月1日より2018年3月31日まで〉

2017年度 総会報告2017年度 総会報告
４月6日（木）入学式の後、大学役職員陪席のもと、
保護者会・後援会総会が開催されました。
2016年度決算、2017年度予算、役員の改選が
審議され、承認されました。

４月6日（木）入学式の後、大学役職員陪席のもと、
保護者会・後援会総会が開催されました。
2016年度決算、2017年度予算、役員の改選が
審議され、承認されました。

岡村和子様が
2017年度総会にて
保護者会会長に就任されました。


